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全国漁連のり事業推進協議会のまとめによると、

平成１６年１１月～１２月のノリ生産状況は、相次

 

 

 

 高松地区海苔養殖研究会（会長 青木 繁）主催

の第３２回高松地区乾のり品評会が１月１８日高松

市瀬戸内漁業センターで開催された。 

 当日は、審査員に県漁連の海苔検査員を招き、地

区会員から出品された乾のり７０点（７，０００枚）

が審査会場に並べられた中、厳正な審査が行われ、

入賞が決定した。 

 入賞者は次のとおり。 

第３２回高松地区乾のり品評会受賞目録 

賞   名 受賞者 ブロック名 

市 長 賞 ( 団 体 賞 ) 
香西漁業 
協同組合 

 

市 長 賞 ( 個 人 賞 ) 大石 重男 香西 

香川県農政水産部

長賞 
松本 孝章 下笠居 

高松市議会議長賞 石田 政之 直島 

香 川 県 漁 業 協 同 
組 合 連 合 会 長 賞 

阿部 高広 香西 

香 川 県 海 苔 養 
殖 研 究 会 長 賞 

小川 明司 
屋島・女木・

男木 

(社)香川県振興協会
長賞 

山城  功 直島 

香川県信用漁業協

同組合連合会長賞 
津島 和博 香西 

高松市漁業協同組

合連絡協議会長賞 
木場 利喜 

屋島・女木・

男木 

高松地区海苔養殖

研究会長賞 
明石  寛 香西 

ブ ロ ッ ク 賞 竹内 義孝 高松市瀬戸内 

 

 

 

ぐ台風などの影響で秋芽網の生産が７～１０日ほど

遅れ、さらには赤ぐされ病の発生で九州有明海では、

秋芽網の早期撤去を余儀なくされた。１２月に冷凍

網の張り込みを行ったが、水温が高めに推移し全国

的に赤ぐされ病が蔓延した。 

この結果、１２月末までの生産は、過去５ヵ年平

均には達していないが、共販数量で１９億９００万

枚（前年比 130%）、共販金額は２４４億４,３００万

円（前年比 117%）となり、前年を上回った。 

一方、本県のノリ生産状況は、水温が平年より２

度以上高い日が続いたため、赤ぐされ病などの影響

を受け、１２月末の共販枚数８,４７０万枚（前年比

83%）、共販金額９億３,５００万円（前年比 75%）、

平均単価１１.０４円（前年比 1.08 円安）となった。

年末から年明けにかけ、寒波襲来により水温は平

年値近くまで下がり、栄養塩もここ数年では高い値

で推移しており今後の生産が期待される。なお、１

月２７日の第５回共販までの累計は、共販枚数３億

４,８５１万枚（前年比 85%）、共販金額３８億１,８

２４万円（前年比 83%）、平均単価１０.９５円（前

年比 0.34 円安）となった。 

  
 

 

 農水省は１２月７日、平成１５年の漁業生産額を

発表した。それによると平成１５年の生産額は１兆

５,９０８億円となり、前年に比べ７.７％（1,320

億円）減少した。生産額の減少は、平成１０年以降

６年連続となる。 

 海面漁業の生産額は、１兆３７２億円（前年比 8.7%

減）。このうち遠洋漁業は１,６６６億円（前年比 8.1%

減）、沖合漁業は３,６９２億円（前年比 10.6%減）、

沿岸漁業は５,００９億円（前年比 7.5%減）であった。

 海面養殖業は４,４７６億円で６.５％減。ブリ類

が１,２２５億円で価格上昇により７.９％増、マダ

イは５１６億円で価格低下により１０.２％減。ノリ

類は９００億円で収穫量減少により２０.２％減、カ

キ類は３７８億円で価格低下に加え収穫量も減少し

たため１％減であった。 

一方、県内漁業生産額は中国四国農政局高松統

計・情報センターのまとめによると、２７０億１,７

００万円（前年比 10%減）で過去２５年で最低となっ
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た。海面漁業は１００億１,５００万円（前年比 10%

増）で、前年不漁だったイカナゴ、イカ類の生産額

が回復した一方、マアジやカレイ、タイ類が振るわ

なかった。海面養殖業は１７０億２００万円で、ノ

リ類は栄養塩が少なく早目に収穫を切り上げたため

５９億２,３００万円となった。ブリ類は夏の赤潮の

影響で８１億７００万円、マダイ（前年比 54%減）、

ヒラメ（前年比 56%減）も大幅に下げた。 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

（敬称略）

詫間漁協 

新任  田 島 貞 彦 

(平成 16 年 12 月 22 日) 

 

退任  尾 崎 兼 義 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

宇
多
津
町
立
宇
多
津
北
小
学
校
１
年 

中
山 

愛

「
海
に
生
き
る
家
族
」 

坂
出
市
立
岩
黒
中
学
校
１
年 

岩
中 

里
美 

「
海
で
働
く
人
」 

仁
尾
町
立
仁
尾
中
学
校
２
年 

薦
田 

幸
希 

「
今
日
の
海
」 

綾
歌
町
立
綾
歌
中
学
校
３
年 

武
田 

容
子 



平成 17 年２月１日（火）           第５４９号            香川漁連だより  ３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いったことがあります。がっこうからいそいでかえ

り、ついていきました。 
「とうちゃん。きょうは、つれていってくれるんやろ」

「おー。ついてこい」 
「おそくなるけど、おきとれよ」 
まずは、みなとでふねにこおりをつみました。よ

いしょ。よいしょ。おもいです。つぎに、ふねにあ

ぶらをいれます。これはかんたんです。ぼたんひと

つです。ぽん。 
いよいよしゅっぱつです。おきにでるころには、

もうくらかったです。ふねにのってからのぼくのし

ごとは、あみをおろすことと、まきあげることです。

すいっちをおすと、じどうてきに、あみがまきあが

ります。 
「ともき。あみをあげろ」 
「うん。とうちゃん」 
ごーごーごー。あみがあがってきます。 
「うあっ。とうちゃんたくさんとれたな」 
「おー。たいりょうじゃ」 
とうちゃんは、ふねをそうじゅうしながら、ぼく

にこえをかけてくれます。どのあたりでさかながよ

くいるのかもしっています。すごいです。 
「ともき。きょうはかあちゃんにじまんできるな」

「うん。おかずもいっぱいやで」 
ぼくは、すこしねむかったけど、たくさんとれて

うれしいのと、とうちゃんといっしょにりょうがで

きたのがうれしくて、さいごまでがんばれました。

とうちゃんは、りょうしのプロです。さかなのこ

となら、なんでもしっています。ひとりでなんでも

できます。そんなとうちゃんをぼくは、そんけいし

ています。 
いつもは、かえってくるのがよなかの３じごろに

なるとうちゃん。ぼくは、ねているのでしりません。

たいへんだけど、がんばっているとうちゃん。いつ

かぼくも、そんなとうちゃんみたいなりょうしにな

りたいです。 
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主な行事予定（2/1～2/28） 

２月４日(金) 北方領土返還啓発キャンペーン 

             （ゆめタウン高松） 

 １１日(金) 第６回海苔共販 

 ２５日(金) 第７回海苔共販 

 

 

小学校低学年の部 

「ぼくのとうちゃん」 

坂出市立櫃石小学校１年 伊勢 友貴 

ぼくのとうちゃんは、そこびきりょうしというし

ごとをしています。いつもとれたてのさかなをおか

ずにもってかえってきます。とってもおいしいです。 
そこびきというのは、あみをおとしてゆっくり、

なんじかんかこぎます。それから、あみをねっとで

まきあげていきます。そのあとあみにはいったさか

なを、しゅるいごとにきれいにならべます。これを

なんかいもくりかえし、さかながふねのなかいっぱ

いになったら、しもついのいちばにうりにいくそう

です。 
ぼくも、とうちゃんのふねにのって、いっしょに
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